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退院後の ひと昔前⇧ と 今⇩ 
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3 世代家族の ひと昔前⇧ と 今⇩ 
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80－50 世帯の ひと昔前⇧ と 今⇩ 
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今⇧ と 未来⇩（共生社会） 
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      第 3 期潟上市地域福祉活動計画の 

                  策定にあたって 
 

社会福祉法人 潟上市社会福祉協議会 

会長 伊 藤 義 弘 

 

 

潟上市の誕生から 20 年が経過しました。全国的な傾向であります、少子高齢化、人口減少社会

は潟上市においても同様であり、加えて昨今では諸物価、公共料金等の高騰など社会、経済情勢

が大きく変化する中で、「地域でのつながりの希薄化」「ひきこもり」「80・50」「身寄りのない高

齢者」「社会的孤立」など、地域福祉に求められる役割は一層拡大しております。 

潟上市社会福祉協議会では、地域共生社会実現のため、多種、多様な団体との連携、協働等を

推進するため、第 3 期潟上市地域福祉活動計画を策定いたしました。 

本計画では法人理念を「共に支え 共に助け合い 共に生きる ふれあいの まちづくり」と

しております。また、スローガンは「み＆ん＆な＆でつくろう潟上市のふくし」とし、住民の福祉ニ

ーズに基づいて「地域共生社会」を推進いたします。 

多種多様化している現代社会でも、その中で誰もが安心・安全に生活を営むことが必至であり

ます。人と人のつながりが希薄化している現在の社会状況ではありますが、個人の権利を擁護し、

社会福祉活動のさらなる充実、活性化のため、関係機関、諸団体、自治会等との連携を深め、孤

立、孤独を防ぎ「つながり」「支えあい」「助け合い」の仕組みづくりに取り組んでまいる所存で

あります。 

この第 3 期潟上市福祉活動計画が、地域住民、関係諸団体において地域福祉のさらなる架け橋

となることを願ってやみません。 

最後に、この計画の策定にあたり、策定委員の皆様、関係団体の皆様から貴重なご意見、ご提

案を戴きました。敬意と感謝を申し上げまして、あいさつといたします。 

 

令和 8 年 3 月 
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地域福祉とは 

 

社会福祉法第４条より 

（地域福祉の推進） 

第 4 条 地域福祉の推進は、地域住民が相互に人格と個性を尊重し合いながら、参加し、共生す

る地域社会の実現を目指して行われなければならない。 

～ ２項・３項は「国の施策等について」にて紹介します ～ 

 

解説 

福祉の構成要素は、「自助」・「互助」・「共助」・「公助」の４要素に「活動する人」が必要になり

ます。 

 「自助」は自分や家族で出来ることを行うこと 

 「互助」は隣近所などで助け合うこと 「地域福祉の原動力」言い換えると「お互い様」 

 「共助」は医療保険などの制度化されたみんなで拠出し、支える制度などのこと 

 「公助」は生活保護などの国が定める人権を保護するための制度などのこと 

 

福祉政策のバランス （互助の力が欠かせないのが特徴となります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Tip ライフステージにおける「４つの助け」の関係性 

 

 

 

 健康保険             家族・友人 

             での        同僚等の 

 通院等 →      ← 関わり 

 

30 代 一人暮らし              90 代 一人暮らし 

      就労（自助）し、自立した生活         様々な支えが必要になる 

自助 

（自分と家族で） 

互助 

（隣近所・自治会） 

共助 

（医療保険・介護保険等） 

公助 

（生活保護・児童養護施設等） 

自助 自助 

共助 
老齢年金 

健康保険 

介護保険 

互助 

声かけ 

見守り 
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傷病 

手当 

制度の隙間 

社会福祉協議会（略称：社協）とは 

 

社協は民間団体であるが、社会福祉法に「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体」とし

て 位置づけられています。（社会福祉法 第 109 条） 

地域住民及び福祉組織・関係者の協働 （互助の仕組みづくりや、互助の促進）により地域生活課

題の解決に取り組み、誰もが支え合いながら安心して暮らすことを推進することが使命です。 

先のページの様に、共助や公助の制度のみでは、どうしても隙間が出来ることがあります。その

隙間に、支え合いの仕組みや活動の補助（互助）を埋め込むことで、誰もが安心して暮らすこと

につながります。 

 

潟上市社会福祉協議会の実施している互助の一例（制度と生活課題） 

 

 

病気になって傷病手当を受給。 

貯蓄もないし、手当は給与の約半分だ 

から、家賃やライフラインの支払い 

等で、食費が足りないかも… 

  

 

 フードバンクは品質には何ら問題のないものの、やむなく廃棄されてしまう食品を無償で提供

を受け、支援を必要とする福祉分野の施設・団体に必要な食品を寄贈し、食べられる食品を有効

に活用する活動です。 

 

互助の活動の原動力について 

 フードバンクを困っている人の所に届ける事業、サロン活動などの地域福祉活動や福祉教育助

成には、みなさまからご協力いただいている「会費」が役立てられております。 

社会福祉協議会では、年に１回、地域のみなさまに会費のお願い 

をします。社会福祉協議会の会費は７月頃、地域の自治会にご協 

力いただき、一世帯１，０００円から（特に社協活動にご賛同いた 

だける方は２，０００円以上）いただいております。潟上市の地域 

福祉を推進するために活用される、とても貴重な会費です。  

 

社会福祉協議会員 会費（年会費） 

一般会費 １，０００円 世帯を単位とする 

特別会費 ２，０００円以上 本会の目的に特に賛同する世帯 

団体会費 ５，０００円以上 潟上市内外の会社（法人）または団体 

ご理解ご協力よろ

しくお願いします 

潟上市

社協 

コープ東北 

フードバンク 

コープ東北 フードバンク 
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計画策定にあたって 

 

冒頭の「みなさまに分かってもらいたいこと」は、みなさまの身の回りで起きている変化であ

ったり、実際に潟上市民や関係機関から相談事として寄せられたりした出来事です。 

当たり前の言葉となってしまった「80-50 問題」や「核家族化」や「ライフスタイルの多様化」

を分かりやすくみなさまにお伝えしたく、職員の手書きで伝えさせていただきました。 

文字と表をメインとした計画策定が定石ですが、「どうしてもみなさまに読んでいただきたい」、

「どうしてもみなさまに知っていただきたい」との考えに基づき、専門用語を身近な言葉に置き

換えて記載しております。 

 

世帯構成別のそれぞれの事情 

子育て期の親と子の世帯は、家事・育児・習い事への送迎などにより、一日があっという間に

過ぎてしまいます。休日は、習い事、部活の練習、子どもと過ごす時間などで、一日があっという

間に過ぎてしまいますが、家族として必要な時間です。 

一人暮らしの高齢者世帯は、昨年まで元気だった夫が全部町内会のことに関わっていて、残さ

れた自分は関わったことが無く、協力したい気持ちはあるけど、参加をためらう等の心理的な負

担もあったりします。 

それぞれの背景や、地域に関われる時間帯、出来ること等が違って当然の社会となってきまし

た。この様な代表的な事情等が重なり、「地域での人と人のつながりの希薄化」という言葉が誕生

したと考えられます。 

 

今後の展望 ～包括的な地域福祉へ向けて～ 

つながりの希薄化が進む地域の中において、孤立や見落とされてしまいやすい「支援が 必要

な高齢者・障がい者」、「身寄りのない高齢者」、「一人親家庭の生活困窮」、「障がいや病気の特性

による孤立」などの『生きづらさ（生活課題）』を抱えた人たちが、生活課題を解決・緩和出来た

らどの様になるでしょうか… 

地域福祉の要である民生委員や自治会長の負担も減らないでしょうか 

支援機関の関係者が、緊急対応することも減らないでしょうか 

そして何よりも 

生きづらさを抱えた当事者が自立した生活（ウェルビーイング）を送れる安心感 

「だれもが安心して 暮らせる潟上市」にならないでしょうか 

 

 そのためにも、一人ひとりが出来ることや取り組める時間などに違いがありますが 

一人ひとりの知恵や力を集約するために地域福祉活動計画を策定いたします。 
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地域福祉活動計画とは 

 「地域福祉活動計画」は、地域福祉を推進する民間レベルの活動・行動計画で、潟上市社会福

祉協議会が地域住民の方々と共に策定するものです。地域福祉の推進を住民の立場から目指して

いくための計画であり、潟上市社会福祉協議会の活動の基本となる計画として位置づけます。 

行政の計画である「潟上市地域福祉計画」と相互に連携し、協働的関わりを持ちつつ地域福祉

の推進を目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 潟上市社会福祉協議会が誕生し 20 年が経過しました。合併時に旧 3 町で行われ

ていた事業を引き継ぎ、改良しながら実施してきました。 

法人誕生からの 20 年間で、福祉を取り巻く、法律や制度が大幅に変革しました。 

自立（ウェルビーイング）・包括的社会づくり・地域共生社会などの理念の基、「受ける福祉」

から、「参加（参画）する福祉」へと変容しました。この理念に基づき、法人の事業も変化するこ

とが求められています。ライフスタイルの多様化により、制度化された保障や、給付等に該当し

ない細かな生活課題が発生しています。 

第 3 期計画は受動的な事業形態から、能動的かつ機動的で細かな生活課題に対応する事業への

変革期間と位置付けます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 

      

 

計画策定 計  画  期  間 

必要に応じて見直し 
次 期 計 画 

策 定 

次期計画期間 
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国の施策等について ～ 地域共生社会 ～ 

 

社会福祉法第４条２項と３項を分かりやすく 

２項は、「地域住民と社会福祉事業者等が協力し、地域住民の参加を支援」 

３項は、『「地域社会からの孤立」までも含む、生活に必要な幅広い生活課題を支援機関と 地域

住民等が協力し、解決に努める』 

社会福祉法第４条は、『地域共生社会の「生活の基盤としての地域」』を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域共生社会に関連する社会福祉法内の条文の関係性 
 

 

 

 

 

 

 

達成目標：地域共生社会 （社会福祉法第 4 条 1・2・3 項） 

 

 

 

 

 

方針と取組み：包括的支援体制 （社会福祉法第 106 条 3） 

 

 

 

 

事業：重層的支援体制整備事業（社会福祉法第 106 条 4） 
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国の施策等と当計画の関係性 

現在の地域住民のニーズに基づいた互助のあり方を実践に向けた検討をし、包括的な支援

体制の整備に参画する支援関係機関の一つとなるための計画です。 

  

国が定める明確な達成目標、「地域共生社会」へ向けて、「バックキャスティング（未来の目標

から見て、現在どうするべきか）」を計画の構築方法としました。 

地域福祉活動計画の説明内にもありましたが、～合併時の事業を改良しながら、現在までの 事

業を継続し～は「フォアキャスティング（現在から見て、将来のためにどうすべきか）」の事業展

開方法となります。 

 

解説 

緑がバックキャスティング 

青がフォアキャスティング 

 

            

   明確な年度の               目標値が 

   目標値が                 変動しやすい 

   定まる 

 

 

          軸が 

          定まりづらい 

          が短期的な課題解決は良 

  2026 年    2027 年   2028 年  2029 年  2030 年  2031 年 

 

   バックキャスティングは、中長期的計画には適している側面、短期的な課題解決には向か

ない短所もあります。また、前例がないため、目標とする未来が共有しづらいことも課題とな

ります。 

   そのため、明確な目標に則した「スローガン（計画の理念）と骨子の再編（活動方針）」を

設定しました。 

 

Tip 「そうだったのか！」 

 SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」はみなさまも聞いたことがあ

ると思います。これはバックキャスティングに基づく代表的な目標値です。 

現在 

目標 

目標 

目標？ 

目標？ 
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法人理念と地域福祉活動計画 第３・４期スローガン 

 

法人理念 「 共に支え 共にたすけあい 共にいきる ふれあいのまちづくり 」 

スローガン（第 3 期～第 4 期） 「 み&ん&な&で つくろう 潟上のふくし 」 

 

スローガンの意味と法的根拠 

・排他的ではない地域づくりとして「みんな」とし、SDG’s の目標値と合致する。SDG’s はノー

マライゼーションの理念を包含する新たなグローバルチャレンジとなる。 

・「みんな」とは地域の支援機関への呼びかけともなる。 

・「つくろう」は、たとえ支援を必要としている住民であっても社会参加を促す社会福祉法第 4 条

2 の考えを基本とする。 

・「つくろう」とは、社会福祉協議会が単独では難しい地域福祉ニーズ・「地域生活課題」への他

機関や地域住民の参加を呼びかけるものとなる。 

・社会福祉法第 4 条を基本理念とし、「潟上（地域）」と定める。 

・社会福祉法第 4 条に定められる「地域生活課題」への取り組みを社会福祉協議会が、地域住民

及び地域の法人と連携して取り組むことを意味する。 

・社会福祉協議会はあくまでも主役ではなく、「＆」 = 「つなぐ役割」である。 

  地域住民と企業と地域を つなぐ（コーディネーション） 

  生活課題を抱えた相談者の社会参加 の つなぎ（エンパワメント） 

  認知症を患う方でも安心して住めるまちづくり の つなぎ（ソーシャルアクション） 

  多機関で関わる相談者 の つなぎ（伴走支援） 

  排除しない地域づくり の つなぎ（アドボカシー） etc… 

 

スローガンが意図すること 

  「福祉のすそ野を広げる取り組み」が地域共生社会づくりへの最初に取り組むべき事柄となる。

事業の形を展開するのみではなく、その理念を地域住民や他機関・異職種に理解を得ていく過程

をこのスローガンは意味している。 

「福祉」とは生誕から死後事務までを指し、「良く生きる」ことを意味する。当然の権利である

が、生活課題を抱えた当事者であっても良く生きることを共に支え、共にたすけあう潟上市を目

指す。 
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社会福祉協議会の「社」を図案化し、「手をとりあって、 

明るいしあわせな社会を建設する姿」を表現しています。 

地域住民（市民）が求める福祉 ～ 悩みや不安ごと ～ １ 

当ページのデータは、潟上市が作成した潟上市地域福祉計画第４期のデータで社協が担う役割

等に関する箇所を引用し作成しております。詳細は、「潟上市地域福祉計画」をご参照ください。 

 

～ 日常生活に悩みや不安を感じていること「抜粋版」（市計画内 P20） ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当計画は、「みなさまに読んでいただきたい」、「知っていただきたい」を主眼とし、構成してお

ります。 

 対話形式での「地域住民のニーズ」と「社協事業のマッチング」を紹介します。 

 

 

 

 

※ 以降、上記アイコンがアンケート結果に対する発言者となります。 

   地域住民（潟上市民） 

59.8％

24.6％

16.7％

38.5％

8.3％

6.6％

5.8％

13.1％

5.1％

14.2％

3.6％

1.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分や家族の健康に関すること

介護に関すること

仕事に関すること

生活費などの経済的問題

近所との関係

育児・子育てに関すること

家族間の問題（嫁姑問題など）

自分や家族の生活（進学、就職、結婚）上の問題

判断能力に不安がある場合の財産管理

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）
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地域住民（市民）が求める福祉 ～ 悩みや不安ごと ～ 2 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日常生活の悩み」として、生活費などの経済的問題がある（38.5%）。 

社協では生活困窮者自立支援機関（市社会福祉課）と連携して、生活に関する

相談を受けています。該当する方には生活福祉資金等の貸付も行っております。 

令和８年度より権利擁護センターを立ち上げ、判断能力に不安のある方の相談や家

族からの相談に応じています。また、中核機関（市役所）と連携して、様々な権利

擁護案件に対応します。 

色々相談したいが、どこに問い合わせをすればいいのか分からない。 

社協では、毎週木曜日にどんな困りごとでも、相談員の方が丁寧に聞き取る「心配

ごと相談」を実施しています。予約も不要ですので、お気軽にご相談ください。 

心配ごと相談以外でも社協では、「ふくし総合相談窓口（電話：018-877-5017）」

を設置しております。相談業務専門職の社会福祉士等を配置し、ご相談に応じて 

おります。また、適切な相談窓口につなぎ、複合的な相談内容も課題ごとに、お話

を聞きながら、解決策を相談者と一緒に考えます。 

判断能力に不安がある場合の財産管理（5.1％）。 

介護に関すること（24.6％）。 

社協には、居宅介護支援員（ケアマネジャー）が在席し、ケアプランの作成も

可能です。「ケアプランセンター（電話：018-854-8222）」にご相談ください。 

（生活困窮者自立支援機関）生活保護に至る前の段階での自立支援を行う機関 

（生活福祉資金）低所得者、高齢者、障がい者などが安定した生活を送れるよう、県社会福祉 

協議会が資金の貸付けと必要な相談や支援を行う制度（窓口は市社協） 

（ケアプラン）介護サービスを利用するための計画書 

（権利擁護センター）成年後見制度等の相談・申立て支援・法人後見の受任などを行うセンター 

（中核機関）地域における権利擁護支援や成年後見制度の利用促進を目的とした機関 

（社会福祉士）様々な生活課題等を抱えた相談者を支援し、社会保障等の制度、生活環境の 

調整、他職種との連携等をとおし、相談者の課題解決を一緒に目指す専門職 
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地域住民（市民）が求める福祉 ３ 

～ 地域の人に手助けしてほしいこと「抜粋版」（市計画内 P22） ～ 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

38.0％

17.7％

19.2％

24.9％

27.2％

16.0％

2.8％

12.5％

46.2％

11.5％

2.0％

4.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

安否確認の声かけ

話し相手

買い物

ごみ出し、草取りなどの外回りの家事

外出するときの手助け

ちょっとした修理補修

短時間の子どもの預かり

高齢者の介護

緊急時の手助け

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

「地域の人に手助けしてほしいこと」として、緊急時の手助け 46.2％

で 1 位、安否確認の声かけ 38％で 2 位、外出する時の手助け 27.2％で

3 位となっています。 

社協では「見守りネットワーク」を実施しています。普段の安否確認をとおし

て、「異変があった際にすぐに気付く。」仕組みとなっています。 

高齢者分野における買物やゴミ出し等の生活支援に関して、社協では生活支援

コーディネーターと協議体委員がみなさまと一緒に考え、みなさまと一緒に生

活課題に対して地域の支え合いで取り組むことを進めています。 
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16.0％

14.2％

16.8％

12.0％

36.3％

14.2％

44.7％

18.2％

7.5％

18.8％

7.5％

11.7％

3.6％

7.5％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

青少年の健全育成

ひとり親家庭の子育て支援

共働き家庭の子育て支援

乳幼児期の子育て支援

高齢者の社会参加や生きがいづくり

障がいのある方の社会参加や生きがいづくり

高齢者世帯の生活支援

障がいのある方への生活支援

子どもや高齢者、障がいのある方などへの虐待…

生活習慣病予防など健康づくりへの取り組み

ひきこもり・ニート状態にある方への支援

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

～ 地域住民が取り組むべき課題や問題「抜粋版」（市計画内 P21） ～ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

「地域住民が取り組むべき課題や問題」として、高齢者世帯の生活支

援が 44.7％で第 1 位。高齢者の社会参加や生きがいづくりが 36.3％で

第 2 位となっています。 

生活支援コーディネーターの業務内容が、上記の第 1、2 位の内容そのものと

なっております。一緒に介護予防サロンやいきいきサロンを立ち上げ、「こんな

ことがあれば、高齢者も生き生きと社会参加が出来る」等の調査・実践を「地

域の方」や「協議体委員」と一緒に行います。一緒に活動をしたい方は、いつ

でもお問い合わせください。 

（生活支援コーディネーター）地域の様々な機関や団体と連携して、高齢者の生活支援体制の 

構築を進めます。主な役割としては、 

  ・地域住民と協力しながら居場所づくりなどの支援体制強化（社会参加の促進） 

  ・地域内にある社会資源を把握し、生活支援サービス等の開発、育成など 

・市内の支援ニーズと提供サービスのマッチング ・ネットワークの構築 などです 

（協議体委員）協議体（支え合い会議）の一員であり、生活支援コーディネーターと一緒に 

活動をし、上記の役割の一助を担います。 

子どもや高齢者、障がいのある方への虐待対策 
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24.6％

26.8％

25.2％

20.4％

24.1％

28.9％

46.2％

7.4％

16.8％

8.5％

2.7％

6.0％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする

地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する

地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う

ボランティアリーダーや福祉活動にかかわる人を育成する

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る

困っている人と、支援できる人との調整を図る人材を育成する

困っている人が、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする

会議やボランティア活動の方法などに関する研修を行う

学校教育や社会教育での福祉教育を充実する

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

～助け合い、支え合い活動を活発に 

するために重要だと思うこと「抜粋版」（市計画内 P34） ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

「地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う」

が 25.2％となっていますが、何かありますか？ 

社協に「ボランティア団体登録」をしていただくと、活動費の一部を助成して

います。また、活動分野における他財団等の助成金等もご案内します。 

登録時に、ボランティア活動保険加入助成（費用負担）も行っています。 

「福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る」が 24.1％

ですが、どなたかいますか？ 

ボランティアであれば、ボランティアコーディネーターが、高齢者支援であ

れば、生活支援コーディネーターが社協にいますのでお気軽にご相談くださ

い。 
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「困っている人が、助け合いの場や組織についての情報を得やすくす

る」が 46.2％と高いのですが… 

社協では、広報を奇数月に年 6 回発行しています。市の広報と一緒に配布さ

れています。ホームページもございますので、ご覧ください。 

「困っている人」の所に行って、お話を聞くことも行っています。 

「学校教育や社会教育での福祉教育を充実する」が 16.8％ですが… 

みなさまからご協力いただいた会費より、市立小中学校に「福祉教育

助成金」として、助成しております。 

児童・生徒がボランティア活動や地域の方との交流等の様子をより

伝えられるように、情報発信に努めます。 

潟上市社会福祉協議会は、「より地域住民の身近な相談機関」、 

「地域住民と一緒に考え、地域住民と協働する機関」となれるよう 

に、「現在のみなさまのニーズ」に基づき、事業のあり方を 

この４年間で能動的な事業形態とする努力をいたします。 

潟上市社会福祉協議会 

（ボランティア団体登録）団体登録の主な要点は以下のとおりとなります。 

  ・３名以上で、潟上市内にて福祉活動を目的とする団体 

  ・申請用紙等を記載し、６月までに提出  

詳しくはお問合せください「ボランティアセンター（電話：018-854-8530）」 

（ボランティア活動保険）「ふくしの保険」に加入します。 

社会福祉協議会のボランティアセンターにお問い合わせください。 

（ボランティアコーディネーター）「ボランティアをしたい人」、「ボランティアが必要な人」を 

コーディネートする職種。また、ボランティアの育成・ボランティアの研修等をボラン 

ティア団体と一緒に企画・実施することも業務となる。 
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第２期計画の振り返り 

（１）評価方法について 

 第２期潟上市地域福祉活動計画は令和３年から令和７年を計画期間とし、「共に支え 共にたす

けあい 共にいきる ふれあいのまちづくり」を基本理念とし、Ⅰ 安心安全のまちづくり、Ⅱ 

助け合い支え合うまちづくり、Ⅲ 安心介護のまちづくり、Ⅳ 学び参加するまちづくり、Ⅴ 地

域福祉活動の基盤づくりの５つの基本目標を定めました。また、それぞれの基本目標を達成する

ために、４０項目の基本計画を作成しました。 

第３期の計画策定にあたり、これらの基本計画を８つの評価軸（利用者への効果、地域への効

果、組織への効果、課題やニーズを踏まえた事業展開、費用対効果、将来予測への取組み、連携

先・導入人的資源等の工夫、インプット～アウトプット時の工夫）について評価を行いました。 

 

（２）評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A評価 11計画

27%

B評価

23計画 58%

C評価

2計画 5%

E評価

4計画 10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

基本目標Ⅰ 安心安全のまちづくり

基本目標Ⅱ 助け合い支え合うまちづくり

基本目標Ⅲ 安心介護のまちづくり

基本目標Ⅳ 学び参加するまちづくり

基本目標Ⅴ 地域福祉活動の基盤づくり

基本目標ごとの計画評価割合

A評価 B評価 C評価 D評価 E評価

全体の計画評価割合 

全 40 計画 
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第２期基本計画評価一覧 

Ⅰ 安心安全のまちづくり    ２ 地域ネットワークの再構築  

 １ 在宅福祉の充実     共生社会への取組みへの一助 B 

  見守りネットワークの充実 B    生活支援体制整備事業 B 

  ふれあい安心電話の設置 E    法人連携による地域公益活動推進 B 

  いきいきサロン A  Ⅲ 安心介護のまちづくり  

  一人暮らし交流会 B   １ 居宅介護サービスの強化  

  安全パトロール B    居宅介護支援 B 

  心配ごと相談 A    訪問介護 E 

  無料法律相談 A    特定旅客自動車運送 E 

  介護用品支給（受託） A  Ⅳ 学び参加するまちづくり  

  介護用品支給（独自） A   １ 福祉教育の推進  

  寝具類等洗濯乾燥消毒サービス（受託） A    福祉教育助成 B 

  寝具類等洗濯乾燥消毒サービス（独自） A    修学旅行助成 B 

  介護機器貸出 A    ひとにやさしいまちづくり探検隊 B 

  たすけあい資金貸付 B    ボランティアスクール B 

  生活福祉資金貸付 B   ２ ボランティア活動の推進  

  家族介護者交流会 B    災害ボランティアセンター B 

  日常生活自立支援事業 A    ボランティア研修 A 

 ２ 障がい児・者の自立支援の強化    介護予防ボランティア C 

  障がい児・者の社会参加のための相談機能の強化 B    ボランティア活動の推進 B 

 ３ 地域防災体制の強化   Ⅴ 地域福祉活動の基盤づくり  

  要援護者への支援とネットワーク B   １ 広報活動の充実  

  除雪体制の強化 E    社協だよりの発行、会報の発行 A 

Ⅱ 助け合い支え合うまちづくり    ２ 財政基盤の強化  

 １ 地域福祉活動の推進     共同募金運動の推進 B 

  福祉座談会 C    財源確保と財政基盤の強化 B 

  福祉団体への助成 B   ３ 体制整備の促進  

  社会福祉大会 B    屋内ゲートボール場の管理運営 B 

 

※７つの評価軸において５点を満点に評価を行い、平均点 4.1 以上をＡ、3.1 以上を B、2.1 以上

を C、1.1 以上を D、1 以下及び移管・廃止事業を E としました。 
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（３）総合評価 

 第 2 期潟上市地域福祉活動計画の基本計画の評価状況は、40 計画中 A 評価が 11 計画（27％）、

B 評価が 23 計画（58％）、C 評価が 2 計画（5％）、E 評価が 4 計画（10％）となっています。 

 主な新規取り組み実績として日常生活自立支援事業の充実を図りました。広報誌や福祉座談会

にて周知を図り、生活支援員の登録数と新規利用者が増加いたしました。支援内容を超える範囲

の課題については、第３期計画の権利擁護センターにて法人後見を開始してまいります。また、法

人連携による地域公益活動推進については、潟上市内の社会福祉法人施設と連携し、いろどり café

つど～れを実施しました。第３期計画では、対象者の拡大を図り、「生きづらさ（生活課題）」を

抱えた方も含めた参加対象として事業展開をします。 

 C 評価となった２計画について、介護予防ボランティアは協議体との共同（二層）と連携しな

がら活動していきます。また、福祉座談会については地域の要望や課題にアプローチできる重要な

事業として、開催主体を単位老人クラブやボランティア団体に拡充し、相互的な福祉課題の検討

を目指します。 

E 評価のふれあい安心電話の設置、除雪体制の強化については市役所の担当課へ移管となりま

した。また、訪問介護、特定旅客自動車運送については事業を廃止いたしました。こちらは全て

の利用者について、取りこぼしなく民間事業者等に引継ぎをいたしました。 

第２期を振返り、第３期地域福祉活動計画では、社会福祉協議会が取り組むべき「個別援助活

動（ケースワーク）」と「地域援助活動（コミュニティ・オーガニゼーション）」を一体となって推

進していく内容へと変更しました。 
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スローガンに基づく第３期の骨子 

 

１．みんなが助け合える地域をつくろう  

～ 典型・複合的な福祉課題等への取組み ～ 

  一人ひとりの個性が違うように、一人ひとりの困っていることが違って当然な社会となりま

した。たとえ、「どんな困りごとでも自分のことの様に受け止められる」相談体制づくりを目指

します。 

 

２．みんなが参加できる地域をつくろう 

～ 地域住民と当事者参加型の促進 ～ 

  誰でも集える場が身近にあることで、生活の質の向上にもつながります。また、その集いの中

で、参加者自身が役割を持つことによって、生きがいにもつながります。 

様々な集いの場があることによって、参加の機会や選択が増える体制整備に取り組みます。 

 

３．みんながつながり支え合える地域をつくろう 

～ 地域の良さを認め合う・つなげ合う ～ 

 支える側と支えられる側の役割分担を見つめなおし、お互いの負担にならないよう、出来る

ことを再確認し、つながり合い、支え合える関係づくりを基本とした地域づくりを基に、「地域

住民、法人、関係機関が一緒に」取り組む体制づくりに貢献します。 

 

４．持続可能なふくしに取り組もう 

～ 「あったら助かる・みんなが喜ぶ」資源へのアプローチ ～ 

  地域の福祉は「人」によって支えられています。その人材の育成やサポート体制があることに

より、継続的な福祉が可能になります。そのため、「人」を支える専門職の育成や支援に取り組

みます。また、持続可能性をより強固にするためには「仕組み」をみんなが理解し、取り組める

環境整備も必要となります。 
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基本目標１．みんなが助け合える地域をつくろう（典型・複合的な福祉課題等への取り組み） 

No. 事業・活動 内容 対象 実施時期 

1 心配ごと相談 

高齢者等が気軽に来所できる場所に相

談窓口を設置し、地域住民からの様々な

相談に応じます。専門性の高い相談にも

対応するために、関係機関と連携し相談

体制の拡充を図ります。 

地域住民 

毎週木曜

日 

(第３週

を除く) 

2 無料法律相談 

秋田県弁護士会より派遣された弁護士

が人権、財産、借金等の専門的な相談に

対応します。社会福祉協議会本所と天王

センターの 2 カ所で交互に実施し、各回

の定員は４名です。 

 

地域住民 
４月を除

く偶数月 

3 司法書士相談(新) 

秋田県司法書士会による巡回無料相談

会を実施し、相続や登記等の専門的な相

談に対応します。毎月１回社会福祉協議

会本所で実施し、各回の定員は６名です。 

 

地域住民

（潟上市、

井川町、八

郎潟町） 

毎月第３

木曜日 

4 
たすけあい資金貸

付 

生活困窮状態にある世帯に聞き取りを

行い、必要な貸付を行うことにより自立

を目指します。貸付限度額は３万円です。 

 

潟上市に在

住し生活困

窮状態にあ

る世帯 

通年 

5 生活福祉資金貸付 

収入の少ない世帯、障がい者や介護が必

要な高齢者のいる世帯に、資金の貸付と

必要な相談支援を行うことにより、その

世帯の生活の安定と経済的自立を図り

ます。 

低所得世

帯・障がい

者・高齢者

等で一時的

に生活困窮

に陥った方 

通年 

6 
日常生活自立支援

事業 

判断能力が十分ではない認知症高齢者

や知的障がい者、精神障がい者などが、

住み慣れた地域で安心して生活できる

ように、福祉サービスの利用援助、日常

的な金銭管理、重要書類等の預かり・保

管等を行います。 

認知症高齢

者、知的障

がい者、精

神障がい者

などで判断

能力に不安

がある方 

通年 
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No. 事業・活動 内容 対象 実施時期 

7 
権利擁護センター

(新) 

判断能力に不安のある方が利用でき

る「日常生活自立支援事業」と、判断能

力が欠けている状態の方が利用する「成

年後見制度」を法人として一体的に提供

し、切れ目のない支援を実施します。 

認知症、知

的障がい・

精神障がい

などにより

判断能力が

低下した方 

通年 

8 

任意後見身元保証

等包括サポート事

業(新) 

今後、身寄りのない一人暮らしの高齢者

もしくは高齢者夫婦世帯の増加が見込

まれます。高齢期の困りごとに対応する

ため、任意後見契約も含めた見守り・財

産管理・身元保証・死後事務契約をセッ

トにした新たな生活支援事業を検討し

ます。 

身寄りがな

い高齢者な

ど、制度の

狭間で生活

課題を抱え

ている方 

通年 

9 フードバンク(新) 

生活困窮状態の方の相談を受けた際に、

食品等を提供することで困窮状態から

の脱却や自立を目指します。食品等はコ

ープ東北サンネット事業連合様から提

供されています。 

生活困窮状

態にある方 
通年 

10 計画相談支援 

障がい者の自立した生活を支援するた

め、障がいの特性や生活ニーズに応じた

サービスを提供します。 

潟上市内の

障がい児・

者 

通年 

11 居宅介護支援 

介護認定を受けた利用者と家族からの

相談を受け、介護サービスの計画・作成

サービス提供事業所との調整により、サ

ービスを利用できるように援助します。 

介護を必要

とする利用

者・家族 

通年 

12 
ことわらない相談

体制の構築(新) 

相談受理時に、本人のニーズを分析し、

関連する制度等と照らし合わせます。ま

た、受理時に表出したニーズの背景にあ

る生活課題を考えて、本人との信頼関係

に基づく支援を開始できるようにしま

す。 

地域住民 通年 
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2 みんなが参加できる地域をつくろう（地域住民と当事者参加型の促進） 

No. 事業・活動 内容 対象 実施時期 

1 いきいきサロン 

地域の集会所に５人以上で月 1 回程度集

まり、語らいや介護予防体操等の活動を

行います。日ごろの悩みや孤独感を解消

するとともに地域の居場所づくりを行い

ます。 

60 歳以上地

域住民 

月 １ 回 程

度 

2 ふれあい交流会 

70 歳以上の一人暮らし高齢者の方が交

流して親睦を深め、日ごろの悩みや不安

を軽減してもらうことを目的に年１回開

催します。 

70 歳以上の

一人暮らし

高齢者 

１０月頃 

3 家族介護者交流会 

在宅で家族の介護にあたっている方を対

象に、日ごろの疲れを癒し、介護者同士

の交流を通して心身のリフレッシュを図

ります。 

在宅で家族

の介護にあ

たっている

方 

１０月頃 

4 
障がい児・者と家

族の集い 

障がい児者とその家族同士の親睦や交流

を深め、日ごろの悩みや不安を軽くする

ことを目的に交流会を実施します。 

障がいのあ

る方、また

その家族 

１０月頃 

5 
サロン支援事業

(新) 

介護予防を目的としたサロンとして、月

2 回以上の介護予防を含めたサロン運営

を支援します。 

地域住民 通年 

6 修学旅行助成 

市内の要保護・準要保護世帯の児童生徒

に対し、修学旅行が楽しい思い出となる

よう旅行費用の助成を行います。 

潟上市内の

要保護及び

準要保護世

帯 の 小 学

生・中学生 

５月、６月 

7 
ひとにやさしいま

ちづくり探検隊 

小学校 5 ・6 年生が、障がい者とのふれあ

い、車いす体験学習、障がい者の介助の

学習等を通して、心のバリアフリー化と

ノーマライゼーションを学びます。 

潟上市内の

全小学校 5 ・

6 年生 

８月頃 

8 
福祉団体への支援

(新) 

手をつなぐ育成会（知的障がい者親の会）

や、身体障害者協会（当事者会）の事務局

機能を担い、当事者団体の活動支援を実

施します。 

当事者組織

（知的障が

い者の保護

者・身体障

がい者） 

通年 
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3 みんながつながり支え合える地域をつくろう（地域の良さを認め合う・つなげ合う） 

No. 事業・活動 内容 対象 実施時期 

1 
見守りネットワー

クの充実 

高齢者世帯や心身障がい者世帯等の在宅

要援護者世帯の方を担当民生委員・地域

住民・町内会等が、安否確認や情報交換

を行い、安心して地域で暮らせるよう、

見守りと支援を行います。 

小地域にお

ける在宅要

援護者世帯 

通年 

2 安全パトロール 

電気工事協同組合・建築労働組合から協

力をいただき、一人暮らし、高齢者世帯

等を巡回し、防火、電気設備について点

検、小破修理を行います。 

高齢者世帯

で支援が必

要な方 

２月頃 

3 福祉座談会 

社会福祉協議会の事業の紹介と、地域と

のコミュニケーションを図り、また地域

の福祉課題等の検討をするため、自治会

と協議し、福祉座談会を開催します。 

小地域の地

域住民 
通年 

4 社会福祉大会 

功績のあった福祉関係者を表彰するとと

もに、社会福祉活動を紹介し、活動を市

内に広めるために開催します。 

地域住民 １１月 

5 
いきいきサロン 

代表者交流会(新) 

サロン関係者の交流の場を設け、運営の

悩みやサロンの良いところを共有し、今

後もサロンを継続できるように支援しま

す。 

いきいきサ

ロン代表者 
７月 

6 

既存のネットワー

クの再整備 

（小ネット・多機

関との協議の場） 

心身の状態が安定しない世帯で定期的な

見守りが必要な方々に対して、民生委員

が中心となって近隣住民と連携して見守

り、異常発生時の早期発見につなげてい

きます。 

心身の状態

が安定しな

い見守り対

象世帯 

通年 

7 
法人連携による地

域公益活動推進 

潟上市内の社会福祉法人等と連携し、生

き辛さを抱えている方、社会参加が苦手

な方、居場所が無いと感じている方等の

外出のきっかけや活躍の場となるよう、

誰もが参加できるカフェを開催します。 

生き辛さを

抱えている

方、社会参

加が苦手な

方 

通年 

8 福祉教育助成 

児童・生徒の福祉の心を育てるために、

市内の小学校・中学校に対し、福祉教育

事業に係る費用の助成をします。 

潟上市内の

児童・生徒 
通年 
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No. 事業・活動 内容 対象 実施時期 

9 
ボランティアスク

ール 

生徒らが夢や希望をもって生きることの

大切さや、友達、地域のために考え、行動

する福祉の心の醸成につながるよう、ボ

ランティアの学びを提供します。体験学

習をメインとした内容とし、福祉に対す

る理解と行動を広めます。 

潟上市内の

中学生 
８月 

10 
ボランティア研修

会 

地域住民を対象に、地域福祉や共生社会、

ボランティアについて学ぶ研修会を開催

します。 

地域住民 ６月 

４ 持続可能なふくしに取り組もう（「あったら助かる・みんなが喜ぶ」資源へのアプローチ） 

No. 事業・活動 内容 対象 実施時期 

1 

介護用品支給（市

からの受託） 

高齢者を介護している家族に対し、介護

用品の支給をもって家族の身体的、精神

的及び経済的な負担の軽減を図るととも

に、要介護高齢者の在宅生活の支援を図

ります。 

要介護度４

以上の高齢

者を介護し

て い る 家

族、高齢者 

通年 

2 
介護用品支給（社

協独自） 

高齢者を介護している家族に対し、介護

用品の支給をもって家族の身体的、精神

的及び経済的な負担の軽減を図るととも

に、要介護高齢者の在宅生活の支援を図

ります。（市からの受託事業で非該当の方） 

要介護度３

以上の高齢

者を介護し

て い る 家

族、高齢者 

５月、１１

月 

3 

寝具類等洗濯乾燥

消毒サービス（市

からの受託） 

要援護高齢者等が寝具の衛生管理に困難

をきたしている場合、寝具洗濯乾燥サー

ビス事業を提供することにより、当該高

齢者等の健康と生活の安定を図ります。 

要援護高齢

者等 

５月、１１

月 

4 

寝具類等洗濯乾燥

消毒サービス（社

協独自） 

要援護高齢者等が寝具の衛生管理に困難

をきたしている場合、寝具洗濯乾燥サー

ビス事業を提供することにより、当該高

齢者等の健康と生活の安定を図ります。 

要援護高齢

者、身体障

がい者等 

５月、１１

月 

5 

介護機器貸出 寄贈を受けた福祉機器のリサイクルによ

り、在宅の障がい者等に対し、身体障害

者福祉法による、日常生活用具・補装具

給付事業等の補完的な貸与を行います。 

障がい者、

在宅被介護

者、介護保

険利用前の

方 

通年 
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No. 事業・活動 内容 対象 実施時期 

6 
子どもの就学支援

(新) 

要保護・準要保護世帯の児童・生徒に対

して、新入学のお祝いとして就学準備費

用を助成します。 

要保護・準要

保 護 世 帯 の

小学 1 年生、

中学 1 年生 

６月 

7 福祉員(新) 

地域福祉のアンテナ役として各自治会に

おける福祉活動を推進する福祉員を任命

します。自治会長・民生委員との連携の在

り方について検討します。 

自治会より

推薦された

方 

通年 

8 

要援護者への支援

とネットワーク活

動 

見守り等が必要な要援護者の承諾をいた

だき、親族・医療機関等に関する情報を

整備することにより、緊急時に早急な対

応が可能になります。 

心身の状態

が安定しな

い見守り対

象世帯 

通年 

9 福祉団体への助成 

親睦と融和を図り、年次計画のもとに活

動する福祉団体に活動費用の助成を行い

ます。 

潟上市内福

祉団体 

通年 

10 

-1 

協 議 体 と の 共 同

（一層）(新) 

※潟上市全域を対象

とする 

支え合いのための地域づくりを目指し

て、住民が主体となって潟上市全体の生

活課題について話し合いを行います。一

層は潟上市全体についての協議を行いま

す。 

地域住民 通年 

10 

-2 

協 議 体 と の 共 同

（二層）(新) 

※潟上市の３中学校

区をそれぞれ対象と

する 

支え合いのための地域づくりを目指し

て、住民が主体となって地域ごとの生活

課題について話し合いを行います。二層

は各中学校区についての協議を行いま

す。 

各中学校区

の地域住民 

通年 

11 
支え合いのマップ

づくり(新) 

自治会や民生委員等の協力をいただきな

がら、見守り等が必要な世帯に関して、

サロンを基盤とした支え合いのマップを

作成します。 

地域住民 通年 

12 
支え合いのワーク

ショップ(新) 

自治会や民生委員等と連携し、見守りや

生活支援を必要とする方が参加し、支え

合いのカードゲーム、マップを用いた現

状把握、健康づくりと現地確認のウォー

キング、支援についての話し合いを行い

ます。 

地域住民 通年 
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No. 事業・活動 内容 対象 実施時期 

13 罹災見舞金(新) 

市内において災害が発生した際に、被害

に応じて見舞金を支給し、生活の建て直

しに活用していただきます。 

潟上市内罹

災者 

通年 

14 
災害ボランティア

センター 

市内において災害が発生した際に、ボラ

ンティアの受け入れ、関係機関との連絡、

適正な情報収集・提供、ボランティアの

需要と供給を調整する等、迅速な立上げ

を行います。 

潟上市内罹

災者・ボラ

ンティア 

通年 

15 
ボランティア団体

活動の推進 

安心、安全なボランティア活動ができる

よう、ボランティア活動保険の加入手続

きや、活動を支援するため活動助成金の

支給、ボランティア団体登録者が参加で

きる研修の開催等を実施します。 

ボランティ

ア活動をし

ている方 

通年 

16 
社協だより・会報

の発行、情報発信 

年 6 回、広報誌「社協だより」、年 1 回

「会報社協」を全戸配布し、広報啓発活

動を行います。ホームページでも広報活

動を行い、会費の使いみちなど社協の情

報を公開しています。 

潟上市全世

帯 

奇 数 月 １

日 

17 SC 通信の発行(新) 

年 6 回、広報誌「SC 通信」を発行し、生

活支援体制整備事業や地域支え合いにつ

いて周知を行います。 

潟上市全世

帯 

奇 数 月 １

日 

18 
共同募金運動の推

進 

潟上市共同募金委員会の運営、募金の広

報活動、戸別、法人、職域、学校募金の依

頼、とりまとめを行います。ご協力いただ

いた募金は、潟上市内の福祉事業や、秋

田県全域での広域的な課題の解決に活用

されています。 

潟上市全世

帯 

１ ０ 月 か

ら 

（ 運 動 強

化月間） 

19 
財源確保と財政基

盤の強化(新) 

市民のみなさまから一般会費 1,000 円、

特別会費 2,000 円以上、団体会費 5,000

円以上をご協力いただき、社協事業を実

施します。 

潟上市全世

帯・全法人 

７月 

20 

人材育成制度の活

用と組織体制のマ

ネジメント(新) 

高度な省庁設計事業が増え続けており、

職員一人ひとりが「専門職」として事業

に取り組むよう組織を強化します。 

潟上市社会

福祉協議会

職員 

通年 
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第 3 期 潟上市地域福祉活動計画 策定の経過 

年  月 内    容 

令和 7 年 1 月 社協職員による「地域福祉活動計画検討委員会」を開催 

令和 7 年 7 月 「第１回 地域福祉活動計画策定委員会」を開催 

・第３期潟上市地域福祉活動計画について（策定方針等） 

令和７年１２月 「第２回 地域福祉活動計画策定委員会」を開催 

・第２期潟上市地域福祉活動計画について（検証および総括） 

・第３期潟上市地域福祉活動計画の骨子・スローガンについて 

令和８年３月 「第３回 地域福祉活動計画策定委員会」を開催 

・第３期潟上市地域福祉活動計画の説明・個別事業について 

令和８年３月 「潟上市社会福祉協議会理事会」において計画を承認 

「潟上市社会福祉協議会評議員会」において計画を承認 
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地域福祉活動計画推進委員 名簿 

No. 氏  名 所  属 ・ 役  職 備 考 

１ 冨浪 哲子 潟上市障害者地域自立支援協議会 会長 委員長 

２ 畠山 時夫 潟上市民生児童委員協議会 会長 副委員長 

３ 永井和一郎 潟上市自治会長連合会 会長  

４ 鈴木  正 潟上市天王地区民生児童委員 副会長  

５ 武田美香子 潟上飯田川つくし苑 施設長  

６ 土肥 茂宏 潟上市老人クラブ連合会飯田川支部 支部長  

７ 宇瀬 隆広 潟上市社会福祉課 課長  

８ 渋谷比奈子 潟上市健康長寿課 課長  

（令和 8 年 3 月現在） 

 


